
名称 Matcha Organic Japan 株式会社（以下ＭＯＪ） 

代表者 代表取締役 増田(ますだ) 圭司(けいし) 

所在地 島田市身成 

キャッチフレーズ 若手茶生産者が地域の茶園を継承し、有機てん茶※の生産を開始 

経営概要  

(1)設立の経緯 

 若手茶生産者が地域を越えて結集し、平成 28 年に設

立した法人です。平成 29年から身成鍋島地区の茶園を

まとまって継承し、有機茶栽培に転換しました。 

 平成 31年度産地パワーアップ事業を活用して、てん

茶加工施設を整備し、令和２年一番茶から製造を開始

しました。 

                            てん茶工場外観 

(2)経営の特色 

 煎茶の価格低下が続く中、需要の拡大が見込まれる有

機てん茶を生産するため、若手農業者が所属する製茶組

織の枠を越えて設立しました。 

 一方、鍋島地区では地域で共同製茶工場を運営してい

ましたが、組合員の高齢化が進んで継続が困難になった

ため、農地中間管理事業により、茶園をＭＯＪに継承し

ました。新たな担い手の出現により、地域の茶園が良好

に維持されています。 

また、茶工場には農園カフェ（MATCHA  MORE)も併       被覆作業 

設されています。（土日営業） 

 

(3)今後の方向 

 てん茶についても、他産地との競争が激し

くなっていますが、有機てん茶生産技術の向

上に努め、近隣の茶生葉生産者との連携を強

化して、販売額の拡大に繋げていきたいと考

えています。 

 

※てん茶：抹茶の原料 

                            摘採作業  

（令和４年度県農地利用最適化推進表彰事業優秀賞） 

 

 


